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長野県茶臼山附近の地虻リならびに荒廃地調査報告

安 藤 武菅

R6sum6

Land　Creeps　and　Barren　L翫nds　in　the　Neighbo皿hoo4

　　　　　　0f　Chausu正【ill，Nagano　Prefecture

by

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Takeshi　And6

　　　　The　wri㌻er　engaged　in　researches　for　land・creeps　and　barren　Iands，on　th今westem　hi11y

llaηd　adiace尊t　to　th3311uvial　pla呈n，where　Shinonoi・machi　is　Situa急ed　in　the　central　part，in一

もending　to　prevent　such　disasters　on　geological　polnt　of　viGw。　T1裏is　area　has　been　k：nown　as

a　severe　disasterous　zone，w五icたdeveloped　by　several　causes，such　as　laぬd・creeps　owing　to

the　weathering　disintegration　of　O含awa　formation，as　barren　Iand』due　to毒he　abnormal　distri－

bution　of　pitchston　and　rhyolite　tuff，and　also　as　barren　lands　caused　葦》y　hydrothermal　alte。

ration　gf　a箪desite』The　results　are　summarized　as，follow：

　A）　Land－creeps　on　Chausu　Hi11．

　　　　1。　Tわere　were　so　many　bld　Iand－creeps　tκ》ge重her　with　their　accumu1縦tion　of　soils　o乎the

n・rt無・west・fChausuHi1い・・caIledChausuyamaland・“reep．is・ne・fthelargestinrecentin

thgarea・bei草gab・ut1・800ml・ng・ab・ut130剛230mwide・c・mprisi享gthe琴reas・f3qO・000ml；

sands　and　muds　in　t｝1is　zone　creeped　co血tinua11y　and　gradua11y．

　　　　2．　The　Ogawa　formation　in　the　area　is　composed　of　samdy　beds　intercalatin3clay　and

Iignite　seams。　Sandstone　beds　are　sliding　on　the　clay　beds　w填ch　Iay　on　the　basa夏rhyolitic

tuff，the　character　being　alike　so－called“脚der　clays，，。The　sandstone　b6ds　themselves　con・

stituted　a』menber　of　the　creep　zone　owing　t（》the　chαmical　des加uctive　ac重ion．　Analytical　data

、of　the　water　derived　from　creep　zone　are　show皿on　Tab．3。　Hydroge血suIphide　seems　to　be

supplied　from　subter職nean　strata　as　geochelhical　factor　which　co簸troled　Iand．creepings，

and　sulphate　iQn　detected　in　ground　water　is　ascribable　to　the　H2S．　Leached　elements　suc1喜

as　Ca，Mg，et¢．have　derived　froln　disintergr我tion　o£sandstone　bed　and　worked　t無e　drifting

of　decomposed　sands　and　muds，

　B）　：Nakaoyama　barren　Iand．

　　　　Che血ical　composition　of　rhyolite　in　the　area　is　shown　on　Tab。1，　The　weathered　pitch・

stone　is　broken　into　pieces　even　in　the　cent6r，and　is　reduced　to　brit七1e　particles．　The　pre聞

valent　area　of　pitchs敏）ne　has　developed　in　severe　disas㌻erous　land．　　B㏄ren　features　extend

to　liparitic　tuff　area　which　covered　the、pitchstone．Sands　and　mud白gush　out　df　t五is　barr㎝

1and　by　heavy　rain．

　C）　’Taw3razaka　barren　land．

　　　　This　barren　land　which　caused　by　such　hydrothermaI　alteration・of　andesite　as　kaolini－

zation　is　a　good　example。

畳　地質部
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1

地質調査所月報（第4巻第9号）

　　　　　　　1．緒　　言

特殊土壌による災害地調査の一環とレて，昭和26年11

月に長野県篠ノ井町西方の丘陵地域で地知りならびに荒

廃地の調査を行つた。犀川・土尻川・裾花川および姻川

等の本流ならびに支流域にはジ極めて多数の地虻り地帯

および荒廃地がこ．の地域の地質・地形等と関連して散在

している。県の砂防課ならびに治山課等ではそれぞれの

立場による災害対策に腐心し，年々多額の費用をこのた

めに注いでいる現状である。災害地にはそれぞれ特有の

災害発生原因を有し，この茶臼山附近における調査は長

野県下における災害の1部である。調査に際して便宜を

頂いた長野県庁の災害対策関係の各位に深謝する。

2．位　　置

今回調査した地域は，長野県篠ノ井町を中心とした沖

積平野の西側における丘陵地帯に発生している地虻りな

らびに荒廃地であつてその主なものは家の通りである。－

茶臼山地虻り地帯……一信越本線篠イ井駅の北西3。5

kmにある茶臼山の南東部，長野県更級郡共和村字岡田

および信里村字下有旅の両所に跨る。．

　中尾山荒廃地一2・…長野県更級郡共和村字岡田中尾山

　田坂荒廃地………長野県更級郡桑原村字佐野』

31地質およ、び地形

　この附近の地質についは八木貞助氏等によつて調査き

れ，また長野県地質図・信濃中郎地質誌等に記載されて

いる。また本所小林勇技官によつて長野図幅（未発表）

として調査きれている。こ瓦では災害地附近の地質およ

び岩石の概要にういて述べるに止める6地形的には標高

730mを有する茶臼山を初めとして，500～800mを有す

る台地の蓮続からなる丘陵状の地域であり，丘陵地東方

の篠ノ井平野は標高350～360mを示す。従つて茶臼山と

平地との高低差は370m内外に過ぎない。

　石英粗面岩類

　第三紀中新世の火山活動によつて生じた石英粗面岩お

よび同質の凝友岩ならびに集塊凝友岩からなつている。

石英粗面岩は斜長石斑晶の多い斜長石石英粗面岩および

松脂岩からなつており，斜長石石英粗面岩は友白色微

晶質で径1甲m内外の石英および黒雲母の斑晶を有す

『る。この種石英粗面岩は堅硬で流理構造を呈することが

多い。松脂岩は次白色ないし緑黒色を呈して破璃光沢を

有し，一般に著しい真珠岩構造を呈している。なお斜長

1
石 ・黒雲母および石英の肉眼的斑晶を含有していること

』が多い。斜長石石英粗面岩と松脂岩につい化学分析を行

　　　　　中絹灘・置繍鱗繍纒
　　　　馨．継駿蕪蕪　・國扇状地一堆・

’蕪灘欝』瀬綴
萎護箋獲箋…、，、：塗鮮　・　1。2　幽

　　第1図長野縣篠ノ井町西部地域の地質およぴ災害地分布図

第1表　石英祖面岩の化学成分

Analysis Norm

斜長石石

英粗面岩

Sio2

A1203

Fe263

FeO

MgO・
CaO
K20

N我20
Tioゑ

MuO
P205

H20＋
H20一

Tota1

松脂岩

75．50　72。88

13．81　13．54

0．60　　0．20

0．35　　0．38

0，10　0．08

0．96　　0．80

4．98　　4．86

2．58　 2．74

0三14　　0．12

0．01　0。01

10．02　　0．05

0，50　 3．48

0．33、，0．32

99．88 99．46

Quartz魁
Orthoc1我se

Albite

Anorthite

Corundum
Hyper＄th磯

Magnetite

Ilmenite

l　Apatite

Sa1．

Feni．，

I
lOr

Ab

An

斜長石「

石英L松脂岩
粗面岩1

39．1

29．5

22．0

4。7

2．3

0．3

0．9

0．3

97．6

1．5

5215

39．0

7．5

36．2．

28．9

23．1

4．2

2．2

0．6

0．2

0．3

94．6

L1

す1．5

41．0

7．5

つた結果は第1表の通りである。斜長石石英粗面岩では』

H20±1％以下であるのに対し，，松脂岩ではH20±3・74
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長野県茶臼山附近の地虹りならびに荒廃地調査報告（安藤　武）

％におよんでいる。また前者のSiO2は75．5％，1後者の

SiO2は72．9％であるが，H20を除いてその岩石成分を

改算すればほ讐同じ成分になる。

　松脂岩の分布はこの地域における荒廃地の生成と大き

な関係を有し，松脂岩の存在に基因する荒廃地の代表的

な
．
ものとして中尾山荒廃地がある。そのほか犀川澹いに

新橋附近等にも類似の荒廃地がある。

　茶臼山附近では淡黄色を呈する無暦理の凝友岩からな

つている・これらの凝友岩は径数mmの石英・黒雲母の

結晶を多量に含んでいるが，角礫は僅少である。この種

凝友岩は茶臼山地虹りの基盤を構成している。またこの

種凝友岩中を流ドする小沢に沼つてはところどころに侵

蝕地形に基く荒廃地が生成きれている。北部の犀川附近

では斜長石石英粗面岩および松脂岩の角礫を多量に含む

集塊質凝次岩をも分布する。松脂岩および石英粗面岩質

と通称している。永轍年間（約340年前）に川中島の合

戦に際して武田氏がこ製に本陣を敷いて有名どなつた処

である。当時茶臼山は北峯（現在の三角点所在地）Pと南

峯からなり武田氏が本陣を設けたのは南峯であつたとい

われている。この南峯は最近約40年聞にその東南部から

除々に崩れ始めて現在の地辻り地帯を構成するに至り，

現在山頂は約1qo皿低下し，本陣の遺跡等も浩失してい

る。

　この地ヒリは附図のように南峯を頂点として南東にiヒ1

りi落ち，きらに中途から東に向つて進んでいる。なお滑

動の時期については，弘化4年（約100余年前）の善光

寺地震にによつでこの辺一帯に生じた亀裂に関係があ

り，1あるいは松代藩にて埋没した水管からの漏水が原因

となつた等ともいわれているが，この滑動の時期につい

ては明らかにされてない。しかしすでに述べたように茶『

ノ

肇

熱駄，

擁＿

、轡

監点

㌣

　　　＼』γ　括

，轡
溺・構。・

燃

『
ミ

俺

　’

　喝一。’

第2図　茶臼山地弛り附逝堆形図

凝友岩は荒廃地と密接な関係を有し，特に共和村一帯に

見られ，荒廃地の進展とともに降雨等に関連して流出さ

れた土砂は著しい量に蓬している。現在も荒廃地から土・

砂の流出は多量に行われている。荒廃地と流出土砂との

関係は段ノ原部落西方一帯に見らμ・申地と平野との聞

に介在する緩傾斜地形を構成している。しかしてその一

部は現在南方に流出され岡田川と呼ぶ人工川を造つてい、

る。この岡田川は農耕宅地の中を流れ，河床の高さ10数

mに及ぶ著しい天井川を構成している。

4．茶臼山地iヒリ

　4．1概要．
　標高730mを有する茶臼山の南東部に発生し・現在緩

博な地虹りおよび崩壊を行つている地帯を茶臼山地辻り

　臼山の西方ないし北西方信里村一帯に見られる地虹りお

　よび地虻り堆積物の存在から一蓮の関係にあり，小川暦

’崩壊の大規模に発生したものの1っであろう。

　現在滑動している地帯ば，滑動方向に長さ約1，800m’

　あり，巾tは130～230mである。その面・積は約30万m2

　（約30町歩），で，土砂の深さは30～50血と推定きれて

　いる。しこうして動く土砂量は600万1n3余に及ぷものと

　きれている。この地虹りは絶えず行われてきた蓮続的な

　ものであり，その速度は年月等の時期による差異はある

　が，現今では表暦における土砂の飼行速度が平均1ケ月

　5～10m，場所によつては1日に806m位移動した処も

　　　　　　　　　　　　　　　　　」　あるといわれている（第2表参魚）。

　茶臼山地ヒリの防止対策工事として，過去においては

　多数の谷止砂防堰堤を築造したが，これらは埋没あるい
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i4「、

＼

顧調査棚、輯

　　　　　■

（第蜷第9号）』

第2表茶臼．山

不動地丙側移動量！表

些顔り地帯

14月分15月分、16月分1冊18月分15劇・・月分

日 数28咽3・日聞3・日聞3欄32巳聞1

測　、定　　日　4月28日5月30日

1騰
　　　6
北　　7
側　　8
　　　　9
移　　10
動　　11ひ
　　　12巾
、
、

13
八　　　14一
ゼ・　平　均
ま米　1日平均
　　面　積
、総1平　均

総1日平均

「総　平　均1

13．00
14．00
15．00
16．00

15．50
14，70
』0．53

15．00
14．50
14．00

13．50
16，50
17．OO

16．50
16100
15．50

11：器

1彰i4

0．54

6月

30日

8月

1日

9月

2日

3・醐29日聞

盟・・月・目

11月分

30日聞

12月1日

12月分

34目聞

1月4目

1月分

29白間

2月2日

16．00　　8．50　　1．00　　1．00　　6．00　　　9．00　　12。00　　’11．00

17．50　　，6。50　　1．50　　1．50　　6．50　　　10．50　　　13．50　　 13．00
17．50　　8．00　　1。00　　1．00　　7。00　　　10．OO　　　14．50　　　12．00

18．00　　8．50　　1．50　　1．50　　8．50　　　10．00　　　14．50　　　12．00

11：18塁：881：181：189：18118：鑑1：18脇：18

0．56　　0．25　　0．04　　0．04　　0。22　　　　0．34　　　　0．46　　　　0．36

18．00　　8．00　　0．50　　0．25　　6．00　　　　9．50　　　13．50　　　12．00

17．50　　7。50　　0．50　　0．50　　6．00　　　0．50　　14．00　　13．50
17．00　　7．00　　1．00　　0．50　　6．50　　　13。50　　、13．00　　　13．50旭

16．00　　7．00　　1．00　　1．50　　8．00　　　16．00　　　21．00　　　18．00

16．50　　7．50　　1．・00　　2．00　・8．00　　16．00　・22．50　　19．50

17．00　　8．00　　1．00　　0．50　　8．50　　　16．00　　　22．00　　　21．00

16．50　　8．00　　0．50　　0．25　　7．50　　　15．50　　　21．50　　　18．00
、17．00　　9．00　　0．50　　0，．25　　7．00　　　13．50　　　20．00　　　16．50

16．50　　8．50　　1．50　　2．00　　6．50　　11．50　　15．50　　14．00

16．897，．830．830．867．11　13．44　18．1エ　16．22
0・5肇0・250・03、0・030・23・0・46　0・60　0・48・

・7．・77．86・』…．・27．・4・21・8・6．57．・4．86

0・55の・25α03、0船一〇認0・4211・55　

第2観測線御；量表自25・…25重26・4・9（設置）

8．00
12ボ00
11．00

8．00
12．00

10．20

0．35

8．00
12．50

11．50

14、00
16．Oo

17．50
15．OO

12．00

13．50
13。33

0．46

12．21

0．42

2月分

28目聞

3月1日

　7．50

　8．00

　9．50

　5．00

　7．50

　7．50

　0．27

　6．00

　8．00

　9．50’
1
0
．
O
o

11．00
12．50
13．50

10．00
11．50
．10，22

　0．37

　9，25

　0．33

3月分

19日聞

請9目

1月3日

　6．104
　5．734
　4．106
　1．603
　2．019
　3．913
　0．206
181．8－

　7．933
　8．915
　6．785
　5．989
　5．996「

　5．390
　5。082

　6．727
　0．354
588．9

　5．555

　0，292

770．7

測定．日

　　日　数

・杭番号

12月13日

18日

　　　　　　　M
　　1　　　　　9．6，

　　2　　　　　6．1

　　3、　　　　　5．0

　　4　　　　　3。5

　　5　　　　　1．3

　　6　　　　　1．7

　　7，　　　　0．9

　　8　　　　　：L．0

　　9　　　　　1．2

　10』　　　　1し1－

　11　　　　　0ご9

平　　．均　　　2．9

・1日』平均　0・16

　註　杭番号は北より

1月13日

31日

M12．工、
11．4

8．6

7．2

3．3・

3．0

1‘7

1．8

1．7

1．9

1．5

4．9

q46

2月1韻

31目

　M
10．6

12．3

　7．9

　8．4

　5．5

　1．O

l：1

』1：1

1：1

6．16

為月13日

28日

M、

6．5

7．1

－
6
．
5

5．3

2．9

1．9

1．6

1。8

1．6　1

L3
．1．5

3．8

0．14

27日
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M
4．3

6。4

5．4

3．5

2．8

1．8

1．5

1．5

1．6

1．8

1．4

2．9

0．11



に於け

長野県茶臼岬近の地蹴らびに荒廃地調査轄（安藤

る．土砂の 飼行速度

武）

自昭和25年3月15日　至昭和26年4月9自

4副而
28日間　　32日間1

5月1日16月2日
　　　　I　l
　5．3081

　5。984
　4．193
　4．096
　0．844
　4．0851
　0．146
190．200

　『10．237

　13．022
　13．737
　9．426
　9．438
　9．514
　9．749
　7．329

　10．307
　0．3681
902．1001

　7．914』

　O．283

1，092．300

　2．946
　2．677
　2．035
　0．907
　0．734
　1．860
　0．058
　86．500

　11．324
　13．203
　14．715
　9．947
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第1函版　茶臼山地知り地帯北側（上方）、南峯を構成し拠

　　　　砂貴暦（小川履）の一部
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地質調査所月報（第4巻第9号）

第3図版茶臼山地弛り地帯上方東側の粘士暦（知り面）
　　プ上に現われてψる波肌雨裂

は崩壊し去つてし，・る。・現在は滝沢川や宇土沢川の水が地

虻り地帯内に直接流入しないように水路切替えならびに

保全等の導水工事が施行きれている。建設省土木研究所

と県砂防課では共同で地辻り機構ならびに対策等の研究

を行つている。

’4．2地ヒり状況

現在滑動方向に長さ1，800mにおよぶ地ヒリ地帯をそ

の状況変化にしたがつて上方から崩壊帯一エスカレー

タ帯一携乱帯一流出帯一安定帯一地池り先端帯

というよ、うに区分して呼んでいる。地辻り発生地点に当

る南峯附近における南北断面図は第3図のようである。

崩壊帯および工家カレータ帯の北東部斜面には，緻密な

粘土暦を露出している。走向はN40～600Wであり，傾

斜はほ攣30。SWである。この粘土層は不透水暦をなし，

かつ不動暦をなしている。この傾斜露出している粘土暦

　　　南　　　　　　　北
　　　を　　　　　　ま

妾霧薪魏…

一一一一一原楓造

一現構壇

ノ噂Z5

上躍頒岩厚
灰白色泥右亜炭互厚

下郵，賃岩厚

1砂宕．泥賃砿宕．疎賀隔）

下郎亜炭厚
級色拮土回

第3図　茶臼山附懇南北断面および柱状図

の表面には，現在この種岩相特有の波状雨裂が著しく発

蓬し，降雨ごとに上部にある滑動した砂岩暦との間に水

を滲遷させたことを示している。崩壊帯では粘土暦の表

面匠浩つて，麿の傾斜方向と地形の傾斜方向に傾動した

地まごりを行つている。しかしてこの帯で砂岩暦は大きな

ブロックとして分割されて崩壊している。エスカレータ

』帯でもなお多少粘土暦の影響を受けて，きらに分割きれ

つ瓦虹つている。，それがためこれらの地辻り帯内では立

・木を載煙たまXの状態で滑り落ちている。崩壊帯からエ

スカレータ帯に及ぶ地知り地帯の低地部には，大小多数

の水溜りを散在している。なおこれらの地辻り地帯の南

西部では地厨の傾斜が小きくなつており，地辻り地帯内

に小さな向斜構i造を伴つてい、るようでもあるが，この慮

向斜構造であるかあるいは地塊運動によつて生成された・

構造によるものか明らかでない。

第4図版茶臼凶地弛り蝿乱帯の一部，立本彪載せ兎ま㌧紅り
　　　落ちて來匁砂岩暦が分解し土砂流となつて行く賦祝

　麗乱帯に至ると弛り落ちた砂岩暦のブロックは，きら

に寸断きれるに至っている。麗乱帯の上部ではその表暦

に多数の割目を生じて階段状に低下し，下部ではすでに

分解きれた土砂の堆積状に移化している。分解きれた土

砂は不動点の両側から水とともに一種の泥流状をなして

1押し出されている。安定帯はこの押し出きれた土砂の堆

積されている部分であり，この地帯の傾斜は極めて緩慢

となつている。地虹りが東方に向う不動点以下の地帯で

は，地辻り土砂は石英粗面岩質凝友岩上に乗つており，

地辻り方向は泊宇土沢川等によつて生成きれた侵蝕谷に

漕つている。「地紅り先端部では砂泥中に安山岩礫等，こ

の地帯に点散した洪積期の大礫をも伴つている。

　4．3　地ヒり原因ならびに対策

　地ヒリの発生に1ま多種多様な原因が重り合つているこP

とはいうまでもないことであるが，茶臼山地ヒりの大き

な特質について述べる。

　比較的緩傾斜の丘陵地形に発達している地辻りであ

り，地形というもの1ま大きな要素をなしていない。地質

学的要素についてすでに述べた如くでみり，砂岩暦の存’

在とその下部にある粘土暦が地辻りを引き起している

”が，この地辻り発生にはきらに大きな地化学的要素が存

在する。

　すでに述べたように地辻り地帯には大小多数の水溜り

が存在するが，これらの水質は単なる地下水でなく，極

めて異状を呈している。地辻り地帯の東側・北側（上方）

および南側の3ヵ所で操水した代表的水の水質は第3表

の通りである。多数の各水質についてなお十分検討すべ
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第3表茶臼山地知り地帯内の水質

r試料

1
2
3

「pH

3．1

3．9

3．6

1
　ヤ　　て

sO4”　　　C1／
　　1rg／Lmg／：L

　　　r　　［　　　一■　T
2，612

1．135

1．846

tr

〃

〃

Oa”
mg／：L

460．2

234．6

370．6

Mg”
mg／：L

197．0

120．6

210，2

mg∠L
204．2

　9．5

23．8

鳶・ 一

璽91L

　備考　アルカリは定性したのみで定量せず。

試料1）地辻り地帯の東側にある溜水

　　2）　　　　〃　　北側（上方）〃

　　3）　　　〃　南側　　　〃

第4表一崩壊砂岩の粒度

77．7

微量
2，8

粒　　度

メツシュ

重量％

十8
8
、～

14

頂
～
28

　l　l
10，818．4122．7

　1　1

28　40　60　80
～　～　～　～400
40　　60　　80　　100　　’

　「．
0，4115．5

　t－
4．4

、3．4！、4．IE。。，。

　1

試料は地辻り地帯における崩壊過程にある代表的砂

岩暦について籟分け試験せるもの。

きであるが，一応この代表的水質にっいて述べると，pH

3～4という著しい酸性を示すことであり硫酸根（So4”）

の総量は1，000mg／L以上に及び，多いものは2，600mg／：L

に及んでいる。かつ多量の石友・苦土縁らびにアルカリ

を溶存し芝ある場合にはなお多量の馨土ならびに鉄をす

ら溶存している。

　これらの成分がどこ炉ら供給されたものであるかを検

討してみる必要がある。多量の硫酸根は単に温泉あるい

は鉱泉水と呼ぶ形で，地下深所から供給されたものとは

考え難く，また人為的原因も考え難いことであり，米山

地域の噴気孔地帯（いわゆる地獄等と呼ばれるもの）で

見られる温水中の硫酸根と同じように，とにかく硫化水

素に基因しているものと考え得る。地辻り地帯丙あるい

はその近傍で下部から上昇してきた硫化水素と砂岩中に

に滲透した室気を溶存した地下水とが，地化学反応を行

つた結果に基因するものと考えることが要当のようであ

る。しかしこの地帯で硫化水素の供給が地下から行われ

ているか否かという決定的のことは，溜水等地池り地帯

内の水質に現われる硫酸根の存在から考察するほかはな

いが，茶臼山の北東約1km内外の中尾山荒廃地附近に

見られる湧水，例えば中尾山鉱泉等では，明らかに硫化

水素が伴われているのが認知された。ζの点から地辻り

地帯でも下部の基盤から硫化水素の供給がありえてもよ

いように考えられる。なお南峯の崩壊地では砂岩暦がか』

って微弱な硫気作用を受けたと考えられる友黒色の変質

部分の存在も認められた．また田原坂等桑原村佐野一帯

における荒廃地はかつて行われた熱水変質帯に属するも

、σ）であり1こgような種々の点から後火山作用による粘

性の小さな硫化水素その他のガズ成分は，現在もなお断

暦その他弱線に滑つて多少上昇されているものと考えら

れる。

　石次・苦土・アルカ，リ等の陽イオン成分は砂岩から抽

出されたものと考えられる。この、点は温泉あるいは鉱泉

の結果等かちも裏付けられるものであり．またこの地帯

の砂岩の分解状態からも考察きれる。砂岩は一見して明

らかなように単なる風化による分解現象ではなく，著し

い分解を受けてい，る。地化学的分解として，砂岩の膠結

成分ならびに砂岩を構成している石英粗面岩粒の分解，

すなわち粘土化ならびに成分の地下水への溶出等は地辻

り地帯ではその表面からでは尽く・その内部からより著

しく行われている。茶臼山の地辻りは地質学的要素とと

もに上記のような地化学的要素によつて，砂岩の分解が

行われつつ，最終には砂流となつて漸次平地に向つて押

し出されている。

　地辻り対策について現段階で考察される要点は次のよ

うである。水質および水量が大きな原因をな，している限

り，地池りを阻止するための堰堤のようなものはほとん

ど意味をなさないであろ う。また地辻り地帯の地下水を

有効に抜くことは地形その他から極めて困難であり，水

抜きに対して犬きな期待は持ち得ないであろう。この特

異な地辻りに対して，地辻り蓮動を阻止するような積極

的対策は困難なものと解される。また榿極的対策を行わ

ねばならぬほど重大な地辻りではないと解されるもので

北峯は地虹りを行う小川暦の基盤をなしている石英粗面

岩質凝友岩から構成されており，小川暦の砂岩暦からな

る離蠣蘇よつて一碗ゆの飾こ轡ており・、、

これ以王地辻り発生地点の範囲を著しく広めることはな

い。多少の荒廃地として発達することは別である。また．

綾1曼に進行している地化学的要素が地辻りを支配してい、

　る以上，地辻り自身緩慢に進行しており，今後も聴殊な

事態が発生しない限り緩慢に進むものであろう。

　水路の変更・水路の保全等満極的対策であるが，地辻

　り地帯周辺における地表水対策は重要であり，現在放置

すべきではない。麗乱帯から安定帯さらに地辻り先端に

至る部分は，完全に分解した土砂の堆積からなつている

状態で，多量の地表水が流入すればその一部は急激に流

　出きれる燐れもある。もしかくの如き事態が起れば地辻

　り地帯の下方にある岡田部落に災害を及ぼすであろう。

消極的対策ではあるが地表水対策を完全に行うことは，

最も災害予防の点から効果を挙げうることと思う。

5．中尾山荒廃地

段ノ原西方共和紺内域にあり，広く荒廃している地帯
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第5図版　中屠山荒腰地の一部。破砕されている

　　　松脂暑の崩壕地Ol

を中尾荒塵地と通称している。現在崩壊地復旧事業どし

て県で砂防工事を施行しつうある。この附近の地形およ

び地質は第4図の如くである。荒曖帯を生成した最も大

きな原因をなしたものは松脂岩の存在と考えられる。

　硬い斜長石石英粗面岩と松脂岩との関係は十分明らか

でないが，松脂岩は斜長石石英粗面岩と石英粗面岩質凝

次岩との間に介在し，斜畏石石英粗面岩の噴出後にさら
　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　め

に松脂岩の噴出が行われたと考えられる。松．指岩は堅硬

な斜長石石英粗面岩に移化し，時には松脂岩は大きな岩

塊状を呈して斜長石石英粗面岩に囲綾せられていること

第6図版　淘…川口附近の荒騒地o破薄されている松
　　　月旨皐｝からなる地帯，う崩れている。崩壌士＝

　　　砂の一部力暢屋川河岸：に堆積している。

、もある。松脂岩の存在が荒磯現象と密接な関係を有する

のほ真珠岩構造が発達するための表面風化のためではな

く，すでに松脂岩岩体がその内部に至るまで著しい破砕

作用を蒙づて“るためである。著しく破砕作用脅受けた

縷窪墾ii
憶望・一…・il屯．

　lPl

　　r
　　I
　　『　　凡

　　P

吻犀帳石蘇牽晒岩

㎜松脂春
⊂＝コ石英粗面岩質凝灰岩1

囲石英害晒岩質鳳嶺皿

醐崩壊砂踪署

漏一 ＼
、
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’
へ
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∫
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第4図中尾肉荒慶地附逝の地形および地質図
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　　部分ではほとんど粉化していることさえある。岩質は常

　　に新鮮で特に風化等の跡は見られず，岩石自身の脆弱性

　　によつて常に新鮮な表面を露出しつつ崩壊している。

　　崩壊対策として，現在法切り砂防排水路設置等が施行

　　されつつあり，崩壊を行つている斜面に法切りした後植

　　樹あるいは植草をなして崩壊を防止しようとするのであ

　　るが，上部のよう1す松脂岩自暑の破砕脆弱性に基因して

　　いることは注意きれなければならない。法切り砂防の困

　　難であることは明瞭であり，このような地帯におげる植

　　生力および植種等のことは関係者で研究しつつあるとこ

　　ろで，こ＼では砂防効果については述べない。この種荒

　　廃地域においては単なる崩壊防止対策のみならず，総合

　　的対策として砂防堰堤によるいわゆるダム平原設置も有

　　効な対策として考慮する要があろう。この荒廃地帯から
、

　　流出きれた土砂量は多量であり，このごとは荒廃地入口

　　附近を見れば明らかである。岡田川を構成している天井

　　川川床も，主としてこの荒廃地帯から流出された土砂に

　　よつてできている。

　　　　　　　6．田原坂荒廃地
　更級郡桑原村佐野一帯には熱水変質作用に基因した荒

廃地が散在する。田原坂荒廃地はその1例である・本荒

閲
廃 地は著しく漂白化きれた陶土質の岩石からなり，坂の

南側に沿つては佐野川の1支流が深く喰ひ込んでいる。

この陶土化した岩石からなる斜面は現在崩壊しつつあ

り，なお下方の沢は崩落した岩礫が多量に存在してい

る。陶士化した岩石成分のよ例（代表的一般のもの）は

次のようである。

％ 分　子　　量

1．114（≒L11）

0．140（≒0．14）

0。025

0．027

0．028

0．198（≒0．2）

0．392（≒0．4）

田原坂荒建也 剖。 伐質雨o

　　66．84

　　14．64

　　3．92

　　1．51、

　　1，13
　　7．05’

　　3，57

t第8図版　田厘坂荒駿地の一部。荒腰地上方安由暑の

　　　陶土化（漂白岩石）し痙崩壊斜面。’
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　漂白化作用による白色の岩塊ではあるが，一般に硫化

鉄の分解による水酸化鉄に汚染きれていることは普通で

ある己著しい場合は崩壊斜面等で赤福色の焼けを生じて

いる。この地域の広範囲に及ぶ熱水変質帯中には，陶土

化のみでなく著しく珪化されている部分ならびに明磐石

化されている部分等も存在している。

　現在県砂防課では対策として崩壊斜面に石積工事を行

つている。この種荒廃地対策としては以上のよう’に石垣

を築くような崩壊防止策を漸次行つていくことが必要で

ある。なおこの種の沢に砂防堰堤を階段的に築いていく

ヒとはより効果的であろう。（昭和26年11月調査）
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